
ての人に開かれた公民館へ

那覇市若狭公民館

指定管理者：NPO法人地域サポートわかさ

館長 宮城 潤

全
～地域に暮らす多様な人との関わり～
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那覇市若狭公民館
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那覇市人口 323,635人

若狭公民館エリア

人口：約3万人

世帯数：約1万5千世
帯

中学校：２校

小学校：６校若狭公民館

エリア
概況
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エリア
概況

琉球王朝時代から海の玄関口として栄え、戦後は埋め立てによる開発
が進められた。古い文化と新しいコミュニティ両方の側面がある。
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若狭公民館 運営体制の推移

平成4年 若狭公民館開館（直営）

平成16年 民間から公募による非常勤館長を採用

平成22年 一部業務委託制度を採用（館長業務以外をNPOに委託）
NPO法人地域サポートわかさが受託

平成27年 指定管理者制度を導入
NPO地域サポートわかさが指定管理者になる

指定管理者「NPO法人地域サポートわかさ」とは...

メンバーは、近隣自治会長・民生委員・学校長・PTA会長・公民館利用団体

連絡協議会会長・近隣施設長・地域住民有志等
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平成17年3月 / 若狭公民館ホールにて

高齢者福祉
の充実を！

子どもの元気な声
が聞こえる地域

に！

公民館と地域、関係機関・団体が連携して地域づくりを進
めるために課題やビジョンについて話し合ったフォーラム
「地域でしゃべり場」をきっかけに誕生

NPO法人地域サポートわかさの誕生

・公民館運営審議会を廃止（平成16年）
背景

・公民館の民営化が検討されはじめた
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多様な機関・団体と連携

若狭地域文化祭

地域文化の掘り起こしと三世代交流を目的とした手作りの祭り。
公民館が事務局を担い、地域自治会や学校、保育園、行政施設、
福祉法人、企業、サークル等が連携し、企画運営している。

自治会等地縁団体、小・中学校、保育園、文化団体等、地域団体の特性を生かして連携
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繋げる

新春もちつき大会CGG年末美化清掃

地域の年末一斉清掃や餅つきなど、地域交流の場を多く創出

多様な機関・団体と連携
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ネットワーク組織の特性を生かし、

地域連携・協力により様々な事業

を活発に行っている。

ところが、、、
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住民登録
世帯数

自治会加入
世帯数

自治会
数

１自治会あた
り平均加入世

帯数

加入率
（％）

地

域

本庁地区 50,804 7,877 52 151 15.5%

真和志地区 49,197 6,048 44 137 12.2%

首里地区 23,711 7,170 41 175 30.3%

小禄地区 26,011 4,782 21 227 18.3%

計 149,723 25,857 158 164 17.3%

本庁地区の自治会加入率 15.5%

（平成29年4月現在）

若狭公民館エリアの概況
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若狭公民館エリアの概況

自治会加入世帯 未加入世帯

地域活動と関わりのない人がほとんど

つまり、自治会未加入率 84.5%
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＜参考＞ 生活保護率

全国 1.71%（2014年）／ 沖縄 2.40%（2014年）

子どもの貧困率

全国 16.3%（2012年）／ 沖縄 29.9%（2014年）

若狭公民館エリアの
生活保護率

6.20%
（那覇市 3.64％）

若狭公民館エリアの概況

高い生活保護率
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居酒屋・スナック・キャバクラ・ラブホテル・ソープラン
ドなど…

松山・辻・前島など、エリア内に県内有数の歓楽街を有している

若狭公民館エリアの概況

県内有数の歓楽街
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那覇市内の夜間保育園のほとんどがこのエリアに集中

若狭公民館エリアの概況

夜間働く女性が多い
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■エリア内に日本語学校および寮がある

■外国人労働者数 5,971 人（沖縄県）

・3 年間で 75.6％の増加

・ネパール人が最も多く 1,610 人（全体の 27.0％）

急増する外国人労働者・留学生

※沖縄労働局「外国人雇用状況」の届出状況（2016年10月）

※雇用主から提出のあった届出件数を集計したもので、外国人

労働者総数とは必ずしも一致しない

若狭公民館エリアの概況
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■自治会活動は活発だが、加入世帯は少ない

■地域活動に参加する青年層が少なく、地域の担い
手に不安がある

■生活困窮世帯も多く、子どもの貧困率も高い
子どもの多様な体験、居場所が必要である

■地域につながりのないひとり親世帯が多い

■急激な外国人留学生の増加による住民との軋轢

若狭公民館エリアの課題
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地域課題に対応するために

■地域情報の共有を図り、風通しを良くする

■青年層が楽しみながら主体的に関われる場の創出

■子どもの多様な体験、居場所と関係づくり

■自治会の枠を超えた多様な関わりが生まれる活動

■公民館に足を運ぶことの少ない層への取り組み

■NPOや専門機関など多様な機関との連携
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ブログ ツイッター

フェイスブック 無料動画サービス
（USTREAM・YouTube）

ホームページ

メールマガジン

フォロワー
906

いいね！
1137

登録数
2383

※2018年4月17日現在

多様な情報発信（インターネット活用）
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発行部数 9500部

《配布先》
那覇市公民館・図書館（各7館）

・・・ 200部
那覇市役所及び教育委員会

・・・ 300部
近隣保育所等 ・・・・ 200部
新聞販売店（６店舗）

・・・4000部
小学校６校・中学校２校

・・・3400部
近隣施設（児童館・老人憩いの家）

・・・ 100部
若狭公民館・その他・保管用

・・・ 900部

多様な情報発信（館報「広報わかさ」）
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コンクールでの実績

平成21年 第3回全国公民館ホームページコンクール最優秀賞

平成22年 第3回全国公民館報コンクール優秀賞

平成23年 第4回全国公民館ホームページコンクール最優秀賞

平成25年 第5回全国公民館ホームページコンクール優秀賞

平成27年 第1回全国公民館インターネット活用コンクール最優秀賞

平成28年 第6回全国公民館報コンクール優良賞

平成29年 第2回全国公民館インターネット活用コンクール最優秀賞

全国１位（４回）、全国２位（２回）、ベスト４（１回）
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寝食を共にしながら、おもしろイベント
上映、音楽ライブ、イベントづくりワー
クショップ等を体験

目的 ・公民館施設の新しい可能性について考える

青年層対象の取り組み

公民館合宿（イベント企画ワークショップ）
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公民館合宿で出たアイディアを実現させ、毎月１回開催

・参加してもしなくてもいい

・場を担保するだけ

・モットーは「がんばらない」

્
ඉ

青年層対象の取り組み

おかず一品持ち寄り「朝食会」
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青年層対象の取り組み 「朝食会」からの広がり①

「100人でだるまさんがころんだ」
公園整備でなくなることが決まった緑地で遊ぶ多世代交流イベント
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青年層対象の取り組み 「朝食会」からの広がり①

「100人でだるまさんがころんだ」

・「朝食会」常連メンバーを中心とした青年層が企画運営を行う
・留意点：「企画者自身が楽しむ」「入りやすくて抜けやすい」
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青年層対象の取り組み 「朝食会」からの広がり②

「100人で朝食会」 「朝食会」100回記念イベント
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那覇市と熊本市をインターネット中継でつなぎ交流する『合同朝食
会』を実施

那覇市若狭公民館
『朝食会』

熊本市秋津公民館
『朝ごはんの集い』

✖

青年層対象の取り組み 「朝食会」からの広がり③

「合同朝食会」
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「朝食会」開始時、独身だった人が今は子連れで参加

子育てに関する情報交換なども行われている

青年層対象の取り組み 「朝食会」からの広がり④

子育て情報交換
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青年層対象の取り組み

「うみそら上映会」
地域の青年の発案によりボランティアを募り実行委員会で開催。
ナハ・シーパラダイス協議会が共催。協力にKIFFO実行委員会、シ
ネマ沖縄、那覇市立図書館視聴覚ライブラリー、沖縄観光コンベン
ションビューローフィルムオフィス。中高生もボランティア参加。
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子どもの居場所と体験活動

子どもたち自身が地域の遊び場を見直し、発見の中から創造的な遊

びを体験していくことをねらいとしたシリーズ講座

「トム・ソーヤー」シリーズ

大学・企業・ボーイスカウト・その他、多様な機関と連携して実施
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子どもの居場所と体験活動

「妖怪」を切り口に、地域にある伝承を掘り起こし、

その伝承地を親子で巡る。自分がイメージする妖怪を

描くイラスト講座や紙芝居などにも発展した。

「わかさ妖怪さんぽ」
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子どもの居場所と体験活動

放課後子ども教室として、週二回活動。地域行事等において、発
表の機会を設けている。

「若狭ちむどんどん太鼓」
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子どもの居場所と体験活動

無料英会話教室「ELIPO」

就学援助世帯およびひとり親世帯の児童・生徒を対象とした無料
英会話教室。NPO法人ELIPOとしんぐるまざあず・ふぉーらむ
沖縄との共催事業。
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子どもの居場所と体験活動

大学生が教える勉強会「土曜朝塾」

若狭小・天妃小・那覇中・上山中の児童生徒を対象にした学習支
援。若狭児童館と上山中地域連携室を会場に実施。
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子どもの居場所と体験活動

「土曜朝塾」インターン研修

「土曜朝塾」では、教員志望の大学生をインターンとして募集。
学生団体が運営を担い、キャリア教育の専門家の協力を得て、事
前研修、授業案作成、事後研修を行っている。
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こども国際映画祭 in 沖縄〈KIFFO〉

子どもスタッフが、受付・会場誘導・装飾・司会・舞台監督・技術
（音響/照明/映写）等の映画祭運営に携わり、グランプリの決定も
こども審査員が行う。映画制作会社ククルビジョンとの共催事業。

子どもの居場所と体験活動
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子どもの居場所と体験活動

ジュニアジャズオーケストラ那覇ウエスト

若狭公民館エリアを対象に、子どもの「文化的貧困」へのアプ
ローチとして、琉球フィルハーモニックが取り組む事業の共催。
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防災体験とおもちゃの交換会を掛け合わせた防災イベント。
多様な機関・個人が協働してプログラムと資機材の開発などを行っ

た。

枠を超えた多様な関わりを促す

おもちゃ×防災「リッカ！ヤールーキャラバン！」
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等身大のヤールー人形にあぐー人形、シーサーと
ヤールーのパペット、ヤールー的当て、防災体操
のBGMなど、それぞれの得意分野を活かして沖縄
オリジナル資機材を制作

枠を超えた多様な関わりを促す

おもちゃ×防災「リッカ！ヤールーキャラバン！」
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シングルマザー支援の取り組み

シングルマザー対象の子育て講座
を開設。
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シングルマザー支援の取り組み

シングルマザーの当事者団体「しんぐるまざあず・ふぉーらむ沖縄」
と連携し、DVや非婚母子世帯の寡婦控除の問題に関する講座やシン
ポジウムを開催。その後、毎月１回定期的に当事者によるシングルマ
ザー向けの相談会を開催するようになった。
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Happy Nepali めんそーれ沖縄！

急増したネパールからの留学生との交流企画。沖縄ネパール友好
協会と共催。那覇市および沖縄NGOセンターの協力のもと実
施。若狭公民館利用団体も出演し文化交流を行った。

在住外国人との交流
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自主企画での利用や日本語学校との関係構築

ネパールの祭事に併せたイベント等で、公民館利用が増えたほか、
日本語学校との関係が構築された。
４月１４日には、ネパールのお正月イベントを共催で実施予定。

在住外国人との交流
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パーラー公民館（移動式屋台型公民館）

遠い地域へのアプローチ
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地域活動に取り組む人の声

前
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公民館がない空白地域
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パーラー公民館実施スケジュール
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igarashi_sa@city.echizen.lg.jpigarashi_sa@city.echizen.lg.jpigarashi_sa@city.echizen.lg.jpigarashi_sa@city.echizen.lg.jp

パーラー公民館開館！

テープカットには那覇市長も参加

46



ワークショップ

あちゃ～ぬ地図ゆ あけぼののうたをつくろう

アルバム持ち寄りお茶会 ご近所映画クラブ
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ちょこっとハロウィン

ハロウィンの日に合わせて提案した小さな企画が、学校をはじめ児
童クラブ、近隣店舗や事業所、お菓子製造業者、子ども食堂など
様々な機関・団体が関わり大きなイベントに発展。約200名が参加
する大きな催しになった
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自主的に生まれた企画

歴史講座 移動図書館

ワークショップ・イベントがない時は、集う場があるだけ。

何気ない会話から自主的に様々な活動が生まれる。

地域にいる歴史に詳しい元教員を講師
に歴史講座が開催された

市立図書館提案で絵本の読み聞かせ等
の移動図書館が定期開催
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エピソード / 清掃活動

ゴミの多い公園だったが、毎回開館前にゴミ拾いをしていると、子
どもたちは自主的にゴミ拾いを手伝いようになった。

最終開館日に「あけぼの公園感謝祭」と銘打って、大人チームと子
どもチームに分かれてゲーム形式でゴミ拾いを行うと大いに盛り上
がった。

開館前のゴミ拾い あけぼの公園感謝祭
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後日談 / 清掃活動
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曙と公民館について〔ワクワクしながら〕考える会
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多様な地域住民の状況を把握し、

地域課題の仮説を立て、ユニーク

かつ創造的なプログラムで取り組

むように留意している。
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「企画づくりのじゃばら手帳」開発・活用

”じゃばら”の特性を活かし、企画コンセプトとプログラム内
容、事前と事後を見比べることでプログラムの整合性やねら
い通りの成果が生まれているか、などの検証ができる
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「企画づくりのじゃばら手帳」開発・活用
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「人が集まりたくなる場のつくり方とそだて方」
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公民館は、地域資源の宝庫。

地域の魅力を引き出し、地域の

方々の自治意識を育みながら

共に豊かな地域を創っていける

よう取り組んでいきます！
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